
初夏の風物詩
～小学校運動会～

田植えが一段落したこの頃、町では各小学校の運動会が開催されます。

写真は武田小学校での１コマ。学校を仲立ちに、各地区の人びとが集まり、お互いに交流す

るのも運動会の名物です。地域の大人が、子どもたちと一生懸命走る姿が印象的でした。

お知らせ

特 集

まちの
話　題

武田・中高線バス  フリー乗降開始

畑の学校 ・ 食卓の学校 開校式

後期高齢者医療制度からのお知らせ

身体障害者巡回審査 ・ 更生相談
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武田・中高線バスをもっと使いやすく

フリー乗降ができるようになりました（武田・中高線バス）

●フリー乗降できる区間

　「豊島地区」～「中里高校」間です。
　豊島地区の米マイロード交差点から中里
駅前までは、停留所のみでの乗降となりま
すので、ご注意ください。
　くわしい図は、下のとおりです。（太線が
自由に乗降できる区間です）

●フリー乗降とは？

　フリー乗降とは、停留所以外でもバスに向かい手
を挙げて合図することで、その場所から自由に乗る
ことができる制度で、沿線住民の皆様の利便性を考
え導入しました。
　降りる時は、50ｍ手前までに運転手へ口頭で申
し出てください。

安
全
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
次
の

こ
と
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

● 

バ
ス
停
の
近
く
が
乗
車
希
望
場
所
で

あ
れ
ば
、
な
る
べ
く
バ
ス
停
へ
移
動

し
て
く
だ
さ
い
。

● 

交
通
安
全
の
た
め
、
手
を
挙
げ
て
も

止
ま
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

● 

急
に
手
を
挙
げ
る
と
希
望
の
場
所
に

止
ま
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
余

裕
を
持
っ
て
合
図
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

建
物
の
陰
に
隠
れ
て
い
る
と
、
運
転

手
が
合
図
を
見
逃
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
安
全
な
場
所
で
は
っ
き
り
と
合

図
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

道
路
の
反
対
側
で
手
を
挙
げ
る
の
は

な
る
べ
く
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
や
む

を
得
ず
手
を
挙
げ
た
場
合
は
、
道
路

を
渡
る
際
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

● 

停
留
所
の
通
過
時
刻
は
守
り
ま
す
が
、

途
中
の
時
間
は
運
行
に
よ
っ
て
前
後

し
ま
す
。

● 

降
車
時
は
、
余
裕
を
持
っ
て
運
転
手

に
呼
び
か
け
て
く
だ
さ
い
。

● 

バ
ス
の
直
前
や
直
後
の
横
断
は
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
大
変
危
険
で
す
。

バ
ス
が
走
り
去
っ
て
か
ら
、
安
全
を

確
認
し
て
横
断
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
さ
れ
る
方
に
ご
注

意
い
た
だ
き
た
い
こ
と



　

５
月
９
日
㈰
、
ピ
ュ
ア
に
隣
接
す

る
町
農
村
活
性
化
施
設
で
、「
畑
の

学
校
・
食
卓
の
学
校
開
校
式
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
が
２
回
目
と
な
る
学
校
は
、

中
泊
町
グ
リ
ー
ン・ツ
ー
リ
ズ
ム
の
会

（
会
長
・
神
か
づ
子
）が
主
催
。
開
校

式
に
は
、
会
員
と
一
般
参
加
者
合
わ

せ
て
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
校
式
で
は
神
会
長
が
「
学
校
で

は
先
生
と
な
る
が
、
私
た
ち
も
半
人

前
で
す
。
け
が
が
な
い
よ
う
、
あ
わ

て
ず
に
作
業
し
て
一
緒
に
楽
し
み
ま

し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
参
加
者
は

体
験
ほ
場
へ
移
動
し
、
植
え
付
け
体

験
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
じ
ゃ
が
い
も
と
枝
豆
を

植
え
付
け
す
る
体
験
で
、
最
初
に
た

ね
い
も
を
作
る
と
こ
ろ
か
ら

始
め
ま
す
。
切
り
口
に
灰
を

つ
け
、
た
ね
い
も
に
し
、
畑

に
穴
を
開
け
て
て
い
ね
い
に

土
を
か
ぶ
せ
ま
し
た
。

　

枝
豆
の
植
え
付
け
も
同
じ

く
行
い
ま
し
た
が
、
春
先
の

低
温
の
せ
い
で
ま
だ
植
え
付

け
に
は
早
い
種
も
あ
り
ま
し

た
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
種
も
、

順
調
に
生
育
す
る
と
同
じ
よ

う
に
成
長
す
る
そ
う
で
す
。

小
泊
か
ら
参
加
し
た
女
の
子
は
、「
特

に
枝
豆
の
植
え
付
け
が
楽
し
か
っ
た
。

食
べ
る
の
が
楽
し
み
」
と
楽
し
ん
だ

よ
う
で
す
。

　

こ
の
学
校
を
開
い
て
い
る
神
会
長

は
「
今
年
は
２
年
目
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
さ
ら
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し

た
い
。
合
併
効
果
を
生
か
し
て
今
年

は
小
泊
で
の
料
理
づ
く
り
も
計
画
し

た
。
持
ち
味
を
発
揮
し
、
会
員
の
仕

事
に
つ
な
が
る
よ
う
な
取
り
組
み
を

し
た
い
」
と
意
欲
を
語
っ
て
い
ま
し

た
。

　

５
月
16
日
㈰
、
町
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
で
「
第
５
回
日
清
カ
ッ
プ
北

五
西
つ
が
る
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
西
北
五
つ
が
る
地

区
の
小
学
生
ラ
ン
ナ
ー
が
一
堂
に
会

し
、
好
天
の
下
で
力
走
し
ま
し
た
。

　

町
選
手
の
上
位
入
賞
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
３
位
ま
で
の
成
績

を
紹
介
し
て
い
ま
す
）

◆
男
子

１
年
100
m　

　

第
1
位
・
米
塚　
孔
喜（
中
里
ク
）

２ 

年
100
m

　

第
２
位
・
佐
藤　
風
雅（
薄
市
ク
）

　

第
３
位
・
石
澤　
卓
磨（
中
里
ク
）

３
年
100
m

　

第
２
位
・
佐
々
木　
蓮（
薄
市
ク
）

５ 

年
100
m

　

第
１
位
・
宮
越　
晃
一（
中
里
Ｊ
）

共
通
４
×
100
m
リ
レ
ー

　

第
１
位
・
中
里
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

共 

通
走
高
跳

　

第
１
位
・
佐
々
木
大
空（
中
里
Ｊ
）

共 

通
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

　

第
１
位
・
青
山　
尚
登（
中
里
Ｊ
）

◆
女
子

１ 

年
100
m

　

第
１
位
・
葛
西　
　
玲（
薄
市
ク
）

　

第
２
位
・
秋
元　
莉
奈（
薄
市
ク
）

　

第
３
位
・
中
畑　
柚
乃（
中
里
ク
）

３ 

年
100
m

　

第
２
位
・
今　
　
楓
香（
薄
市
ク
）

　

第
３
位
・
成
田
い
く
み（
中
里
ク
）

共
通
ボ
ー
ル
投
げ

　

第
３
位
・
松
谷　
　
涼（
中
里
Ｊ
）

　町のごみ処理の現状をわかりやすく知ってもらうために
行う「ごみとリサイクル学習」が、５月11日㈫に武田小
学校で行われました。
　４年生を対象に開かれた学習会は、昨年も各小学校で行
われていましたが、今年はさらに内容をわかりやすくパワ
ーアップ。学習会では、町環境整備課の泉課長補佐と今主
査が講師を務め、燃やせるごみや燃やせないごみの処理方
法を、プロジェクターを使って説明しました。ごみ収集車が、
稲垣のクリーンセンターに入ってごみを投下している所を見る
と、普段目にしない光景のせいか興味津々の様子でした。
　後半は、実際にごみを教室に持ち込んで、分別の体験。
持ち込まれたものの中には、雑誌や新聞など簡単なものか
ら、CDやふた付きのビンなど、ちょっと迷うものもあり
ました。これを、町が分別回収している12品目の箱に入
れていき、分別をするというクイズ形式の学習でしたが、
きちんと瓶のふたとラベルをはがして３つの箱に入れた児
童もおり、意識の高さがうかがえました。
　最後には子どもたちからの質問コーナー。「何でダンボ
ールはストックヤードに集めないといけないの？」「紙パ
ックは１か月にどの
くらい出るものな
の？」といった本格
的な疑問が多く、リ
サイクルについて学
ぶ実りある学習でし
た。

畑の学校・食卓の学校開校式

農と食体験の学校を今年も開催

第
５
回
日
清
カ
ッ
プ

陸
上
大
会 

開
催

ごみの処理を目で見て、手で触れて

ごみとリサイクル学習会
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４
月
29
日
㈷
に
春
の
叙
勲
が
発
表

さ
れ
、
当
町
か
ら
は
佐
藤
潔
氏（
元

中
泊
町
議
会
副
議
長
）が
旭
日
双
光

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
氏
は
小
泊
村
議
・
中
泊
町
議

を
通
算
し
て
６
期
24
年
を
務
め
、
そ

の
間
に
旧
小
泊
村
議
長
、
副
議
長
、

合
併
後
の
中
泊
町
議
会
の
初
代
副
議

長
を
歴
任
し
、
村
政
・
町
政
の
発
展

に
貢
献
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ

の
た
び
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。
５

月
６
日
㈭
に
は
、
県
庁
で
知
事
か
ら

勲
章
の
伝
達
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

受
章
の
感
想
を
う
か
が
う
と
「
何

と
も
い
え
な
い
。
面
白
い
こ
と
も
つ

ら
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
充
実
し
た

議
員
生
活
だ
っ
た
。
と
に
か
く
応
援

し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
た

い
」
と
、
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
在
職
時
代
の
思
い
出

を
聞
い
て
み
る
と
「
女
性
の
働
く
場

の
確
保
に
特
に
力
を
入
れ
、
ヒ
ロ
セ

の
誘
致
を
行
っ
た
こ
と
が
印
象
深
い
。

ま
た
、
旧
小
泊
村
最
後
の
議
長
と
し

て
、
旧
中
里
町
と
の
合
併
を
ま
と
め

上
げ
た
の
が
大
き
な
喜
び
で
す
」
と

述
べ
、
喜
び
と
充
実
感
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

　

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

日
本
教
育
書
道
会
主
催
の
「
第
29

回
全
国
学
生
展
」
で
、
町
か
ら
も
多

く
の
子
ど
も
た
ち
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
笹
山
実
聖
さ
ん
、
笹
山
椋

太
郎
さ
ん
は
姉
弟
で
の
大
賞
受
賞
で
、

約
１
３
０
０
点
の
応
募
の
中
か
ら
各

学
年
１
点
だ
け
選
ば
れ
る
大
賞
を
姉

弟
で
受
賞
す
る
の
は
、
な
か
な
か
で

き
な
い
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

A
級
１
位 

田
中
寿
憲（
体
協
）

　

２
位　

秋
元
愛
水（
中
里
中
２
年
）

　

３
位　

大
川
春
香（
中
里
中
３
年
）

　

３
位　

坂
田
峰
之（
体
協
）

B
級
１
位 

坂
田
拓
陸（
中
里
小
６
年
）

　

２
位　

葛
西
萌
瑚（
中
里
小
６
年
）

　

３
位　

田
中
礼
逸（
体
協
）

C
級
１
位 

小
寺
杏
果（
五
中
央
小
６
年
）

　

２
位　

中
村
武
蔵（
中
里
小
６
年
）

　

３
位　

中
村　
唯（
中
里
小
４
年
）

D
級
１
位 

木
村
真
琳（
中
里
小
４
年
）

　

２
位　

珍
田
未
来（
中
里
小
４
年
）

　

３
位　

青
山
ほ
の
か（
中
里
中
１
年
）

　

中
泊
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク

ラ
ブ
で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
ラ
ケ
ッ
ト
な
ど
は
ク
ラ

ブ
で
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
方
は
、
次
の
時
間
に
町
体
育

セ
ン
タ
ー
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
毎
週
火
・
木
・
土　

夜
７
時
〜
９
時

日
本
教
育
書
道
会
大
賞

　

笹
山　
実
聖（
五
所
川
原
高
２
年
）

　

笹
山
椋
太
郎（
小
泊
中
１
年
）

東
奥
日
報
社
賞

　

三
上
歩
乃
佳（
小
泊
中
２
年
）

全
国
展
優
秀
賞

　

今　
里
紗
子（
小
泊
中
２
年
）

特
選

　

山
崎　
佳
奈（
小
泊
中
３
年
）

　

佐
々
木
向
日
葵（
小
泊
小
３
年
）

　

久
保
田
美
空（
小
泊
小
１
年
）

※ 

入
賞
作
品
は
、
６
月
４
日
㈮
〜
６

日
㈰
に
青
森
市
民
美
術
展
示
館
で

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
９
日
㈰
、
中
里
中
学
校
の
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
で
、
第
1
回
中
泊
町
民

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
シ
ン
グ
ル
ス
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
体
育
協
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ

ブ
、
中
泊
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
が
主
催

し
て
行
わ
れ
た
こ
の
大
会
に
は
、
小

学
生
か
ら
一
般
ま
で
40
人
が
参
加
。

元
気
な
声
で
ボ
ー
ル
を
追
い
、
コ
ー

ト
上
を
走
り
回
っ
て
試
合
を
盛
り
上

げ
て
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　５月20日㈭、高知県吾川郡の町村議会議長会が当町を
視察研修しました。
　この視察は、地域イントラネットを導入し、議会のイン
ターネット中継も行っている当町の現状を見て、今後の議
会活動に生かすために行われたものです。
　到着した一行は、役場危機管理室で地域イントラネット
の概況説明を受け、実際の議会中継のデモンストレーショ
ンを見学。この日は議会が開会されていなかったので、録
画した議会の様子を見ました。その後は、場所を議場に移
し、実際にどのような機器で中継されているかを視察。一
行は当町のシステムを興味深く観察し、さまざまな質問で
議論と認識を深め、役場を後にしました。

　5月11日㈫に開催された五所川原人権擁護委員協

議会総会で、人権擁護委員を務める竹谷利男さん（小

泊地域）が、多年にわたり人権擁護委員として人権の

擁護と人権思想の普及高揚に貢献された実績が評価さ

れ、法務省人権擁護局長表彰を受けました。

　おめでとうございました。

高知県吾川郡の
町村議会議長会が視察研修 佐

藤�
潔�
元
町
副
議
長
�
旭
日
双
光
章
�
受
章

第
�
回
中
泊
町
民

　

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
大
会

第
29
回
全
国
学
生
展

竹谷利男さん
人権擁護で表彰される
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町
で
は
、
中
小
企
業
者
の
事
業
資

金
に
か
か
る
借
入
を
円
滑
に
す
る
た

め
、
青
森
県
信
用
保
証
協
会
と
特
別

保
証
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

地
元
中
小
企
業
者
が
利
用
し
や
す

い
よ
う
、
き
め
細
か
な
対
応
を
し
て

い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

大
い
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

☆
特
別
保
証
制
度

○
簡
易
小
口
資
金

貸
付
金
額
…
１
、０
０
０
万
円

保 

証
期
間
…
７
年
以
内（
据
置
期
間

…
運
転
６
か
月
以
内
、
設
備
１
年

以
内
）

貸
付
利
率
…
年
率
3
・
45
％
以
内

※
保
証
料
は
２
分
の
１
を
町
が
負
担
。

　

 

た
だ
し
１
業
者
及
び
同
族
企
業
者

に
つ
き
50
千
円
ま
で
で
す
。

○
事
業
活
性
化
資
金

貸
付
金
額
…
２
、０
０
０
万
円

保 

証
期
間
…
10
年
以
内（
据
置
期
間

…
運
転
６
か
月
以
内
、
設
備
1
年

以
内
）

貸
付
利
率
…
年
率
3
・
75
％
以
内

※
保
証
料
は
２
分
の
１
を
町
が
負
担
。

　

 

た
だ
し
1
業
者
及
び
同
族
企
業
者

に
つ
き
１
５
０
千
円
ま
で
で
す
。

☆
保
証
料
率
に
つ
い
て

ア 　

無
担
保
保
険（
一
般
関
係
）、
普

通
保
険（
一
般
関
係
）を
ご
利
用
の

場
合
は
、
財
務
そ
の
他
経
営
に
関

す
る
情
報
を
基
に
、
リ
ス
ク
計
測

モ
デ
ル
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
評
点

に
応
じ
た
区
分
の
料
率（
0
・
45
％

〜
1
・
85
％
）を
適
用
し
ま
す
。
た

だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
は
１・
15
％
と
な
り
ま
す（
最

大
０・２
％
の
割
引
適
用
あ
り
）。

・ 

個
人
や
法
令
で
定
め
ら
れ
た
貸
借

対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
を
作
成

す
る
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
な
い

方
で
、
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計

算
書
が
な
い
方

・ 

事
業
開
始
後
最
初
の
事
業
年
度
の

決
算
に
お
け
る
貸
借
対
照
表
及
び

損
益
計
算
書
が
な
い
方

・ 

同
一
の
事
業
を
営
む
複
数
の
方
で

金
融
機
関
か
ら
の
借
入
に
係
る
連

帯
債
務
を
負
担
す
る
方

イ 　

特
別
小
口
保
険
を
利
用
の
場
合
、

経
営
安
定
関
連
特
例
保
険
を
１
〜

６
号
指
定
で
ご
利
用
の
場
合
は
、

一
律
に
年
率
０
・
85
％
、
経
営
安

定
関
連
特
例
保
険
を
７
、
８
号
指

定
で
ご
利
用
の
場
合
は
一
律
に
年

率
０
・
77
％
、
創
業
等
関
連
特
例

及
び
創
業
関
連
特
例
保
険
を
ご
利

用
の
場
合
は
一
律
に
年
率
０
・
80

％
が
適
用
と
な
り
ま
す
。

◎
お
問
合
せ

　

青 

森
県
信
用
保
証
協
会
五
所
川
原

支
所（
☎
35

－

４
１
２
１
）

　

農
政
課
商
工
係（
内
線
１
５
４
）

○「後期高齢者医療被保険者証」の変更
　 　平成21年中の所得状況により、負担割合の変更となる方は、８月か
ら使用する新しい被保険者証を７月中に郵送します。

○「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」
　 　この認定証を医療機関の窓口に提示すると、入院時の自己負担限度額
と食事代が減額されます。

《交付を受けられる方》
　以下に該当すれば、申請により認定証の交付を受けられます。
◦低所得区分Ⅰに該当する方
　 　世帯員全員が住民税非課税である方のうち、世帯全員の各所得金額が
全て０円の方（公的年金の場合は80万円以下）及び老齢福祉年金受給者

◦低所得区分Ⅱに該当する方
　　世帯員全員が住民税非課税である方
　　　〈申請に必要なもの〉……印鑑・被保険者証
　　　〈申請場所〉……役場町民課老保係
《既に交付を受けている方》
　 　現在お使いの後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証は、
平成22年７月31日が有効期限となっています。

　 　すでに認定証の交付を受けている方で、前年の所得状況等により引き
続き低所得Ⅰ・Ⅱと判定された方については、７月中に新しい認定証が
交付されますので、更新手続きの必要はありません。

◆高額療養費の自己負担限度額及び食事療養標準負担額

○ 保険料の減免…天災その他特別の事情等で保険料の納付が著しく困難に
なった場合は、申請により保険料の減免を受けられることがあります。
お早めにご相談ください。

〈お問合せ先〉役場町民課老保係（☎57－2111 内線134）
　　　　　　　青森県後期高齢者医療広域連合　☎017（721）3821

※１　過去１年間で４回目以降は44,400円となります。

適用区分
窓口での自
己負担割合

外　来
（個人単位/月）

外来＋入院
（世帯単位/月）

入院時の１食あたりの食事代

①現役並み
所得者

３割 44,400円
80,100円＋（医
療費－267,000
円）×1％（※1） 260円

②一　　般

１割

12,000円 44,400円

③低所得Ⅱ
8,000円

24,600円

210円
（過去1年の入院期間が90日以下）

160円
（過去1年の入院期間が90日超え）

④低所得Ⅰ 15,000円 100円

後期高齢者医療制度加入のみなさまへ

中
泊
町
特
別
保
証
制
度

融
資
保
証
料
補
助
金

中泊町役場 ☎ 57－2111
小　泊　支　所 ☎ 64－2111

役　場
からの
お知らせ
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心配ごと相談 中泊町社会福祉協議会

中 里 地 域

６月23日　近 村　　敦、　菊 池 俊 一

７月14日　中 村 盛 江、　荒 関 一 男

相談場所　役場相談室　　　　
相談時間　午前９時～午後２時

行 政 相 談
日時…６月16日㈬ 午前９時～午前12時（毎月第３水曜日）

場所…中央公民館
行政相談員…秋 元　武 弘 ／ 藪 田 由比子
※ 今回から時間と場所が変更されていますので、ご注意ください。
※ 行政相談は、住民から寄せられた苦情や意見・要望について、
住民と関係行政機関との間に立って、公正・中立な立場から
必要なあっせんを行い、その解決や実現の促進を図ります。

　

平
成
22
年
度
身
体
障
害
者
巡
回
診

査
及
び
更
生
相
談
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
の
で
、
受
診
希
望
者
は
会
場

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◎ 

対
象
者
…
整
形
外
科
・
耳
鼻
科
の

み
１ 　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
る
た
め
診
査
を
必
要
と
す
る
方

２ 　

青
森
県
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
、

町
か
ら
身
体
障
害
者
手
帳
の
再
認

定
が
必
要
と
さ
れ
た
方

３ 　

身
体
障
害
者
手
帳
の
障
害
程
度

及
び
等
級
に
変
化
が
あ
り
、
変
更

を
必
要
と
す
る
方

４ 　

補
装
具
の
処
方
を
必
要
と
す
る

方
５ 　

生
活
・
医
療
・
施
設
入
所
等
の

相
談
を
希
望
す
る
方

〈
注
意
〉

① 

当
日
の
診
査
で
得
ら
れ
る
情
報
の

み
で
は
判
定
が
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
障
害
程
度
再
認
定
が
必
要

な
方
は
、
指
定
医
師
の
い
る
医
療

機
関
で
、
再
認
定
診
断
書
が
作
成

で
き
ま
す
。

② 
障
害
児
の
聴
力
の
測
定
は
、
専
用

検
査
器
具
が
な
い
た
め
、
指
定
医

師
の
い
る
医
療
機
関
を
利
用
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

③ 

脳
血
管
障
害（
脳
卒
中
、
脳
梗
塞

等
）に
よ
る
障
害
の
診
査
は
、
発

症
か
ら
3
か
月
以
上
を
経
過
し
て

い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

④ 

介
護
保
険
で
貸
与
さ
れ
る
福
祉
用

具
の
種
目
と
共
通
す
る
補
装
具

（
車
い
す
、
歩
行
器
、
歩
行
補
助

つ
え
）は
、
介
護
保
険
が
優
先
さ

れ
ま
す
。

⑤ 

電
動
車
い
す
、
座
位
保
持
装
置
及

び
特
例
補
装
具
の
処
方
を
要
す
る

も
の
は
除
き
ま
す
。

⑥ 

義
肢
・
装
具
及
び
車
い
す
に
つ
い

て
、
複
雑
な
処
方
を
要
す
る
も
の

は
除
き
ま
す（
骨
格
構
造
義
肢
、

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
ま
た
は
モ
ジ
ュ

ラ
ー
方
式
に
よ
る
車
い
す
の
新
規

処
方
等
）。

◎
科
目
…
整
形
外
科「
肢
体
不
自
由
」

　

 

７
月
14
日
㈬　

受
付
／
午
前
８
時

45
分
〜
午
前
11
時

　

五
所
川
原
市
生
き
活
き
セ
ン
タ
ー

　

 「
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー

（
オ
ル
テ
ン
シ
ア
）」
に
隣
接

　

☎（
33
）５
４
３
２

◎ 

科
目
…
耳
鼻
科
「
聴
覚
障
害（
平

衡
機
能
障
害
を
除
く
）」

　

 
７
月
９
日
㈮　

受
付
／
午
後
１
時

15
分
〜
午
後
2
時
45
分

　

 

つ
が
る
市
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ

ー
「
松
の
館
」
☎（
49
）１
２
０
０

◎
持
参
す
る
も
の

　

 

身
体
障
害
者
手
帳（
所
有
者
の
み
）、

印
鑑

※ 

手
帳
の
再
認
定
以
外
で
当
日
来
場

さ
れ
る
場
合
は
、
担
当
ま
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈 

担
当　
福
祉
課
福
祉
推
進
係　
内

線
1
2
4
〉

　一般競争入札を次のとおり行います。
１．参加資格
　　五所川原市・中泊町に在住する方
２．出店の期間
　　平成22年８月１日～
　　　　　平成25年７月31日
３．入札執行の日時及び場所
　　平成22年７月15日㈭ 午前９時
　　金木病院内　講義室
４．入札参加申込等について
　 申込書の提出期限
　　　　平成22年７月８日
※ 申込書は、病院内管理課でお配りし
ています。

〈お問合せ　金木病院管理課
　☎53－3111（内線126）〉

中里最終処分場 小泊最終処分場 小泊不燃物処理場

採 取 状 況
試料名 保有水 放流水 地下水上流 地下水下流 放流水 地下水 放流水 地下水上流 地下水下流

採取日 11/6 11/6 11/6～12/4 11/6 11/6 11/6 11/6 11/6 11/6

ダイオキシン類 Pg-TEQ/L 1.30 0.038 0.70 0.80 0.00013 0.040 1.30 0.055 0.470

基 準 値 Pg-TEQ/L 10 10 1 1 10 1 10 1 1

基準値との比較 － 基準値内 基準値内 基準値内 基準値内 基準値内 基準値内 基準値内 基準値内 基準値内

　＊計量の方法：工業用水・工場排水中のダイオキシン類の測定方法 〈担当　環境整備課環境衛生係　内線235〉

平成21年度 中泊町一般廃棄物最終処分場ダイオキシン類測定報告

公立金木病院内売店の
入札について

青
森
県
障
害
者
相
談
�
�
�
�
�
�
�
�
知
�
�
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静和園だより

図 書 館 情 報

　６月の環境月間にちなみ、環境関連図書の展示･貸出
を行います。

『ゲゲゲの女房(上)』 武良布枝　日本放送出版協会
『ラブ･ストーリーを探しに』 小手鞠るい　角川学芸出版
『天地明察』 冲方　丁　　角川書店
『ハウス･オブ･ナイト（女神よ､愛の導きを）』
 P.C.キャスト　　角川書店
『龍馬の知られざる素顔』 木村幸比古　　淡 交 社

今月のMiniコレクション

新 刊 情 報

・中里幼稚園　代表　吉田　巌
　４月23日㈮、園児10人で来園し、ピアニカ演奏・
歌を披露してくださいました。

慰　問

寄　贈
・小泊地区婦人会　代表　秋元 英子
　　寄贈品……………タオル

　次のとおり着付け教室を開催します。受講を希望される方
は、電話でお申込みください。

◆着付け教室受講生募集！
　日　　程…７月上旬から11月上旬までの月曜日15回
　　　　　　　午後7時～
　　　　　　（受講生には、後日日程表を送付します）
　場　　所…中央公民館・和室大広間
　受講対象…町民
　募集人員…15人程度（８人未満の場合は中止とします）
　受 講 料…15回で2,000円
　申込締切…６月24日㈭
　講　　師…今泉地区　三上　桂子

◆歌声サークル（仮称）会員募集！
◎愛唱歌と詩吟を尺八と笛の伴奏で歌う自主サークルです。
　日　　程…７月12日（10時～11時20分）～　毎週月曜日
　場　　所…中央公民館・会議室
　受講対象…町民
　募集人員…15人程度
　受 講 料…月額1,500円
　申込締切…６月24日㈭
　講　　師…五所川原市　佐藤　祥敬

　〈担当　中央公民館　☎57－2341〉

　

悪
質
商
法
に
ダ
マ
さ
れ
た
！
ニ
ュ

ー
ス
の
中
だ
け
の
話
だ
と
思
っ
て
い

ま
せ
ん
か
？

　

他
人
ご
と
の
よ
う
で
、
他
人
ご
と

で
な
い
…
…
い
ざ
、
と
い
う
時
の
た

め
に
『
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な

い
た
め
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
』
を

開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日
…
７
月
13
日
㈫

■
時
間
…
13
：
30
〜
14
：
30

■
場
所
…
中
央
公
民
館
1
階 

和
室

■ 

講
師
…
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
職

員
ほ
か

■
参
加
費
…
無
料

■ 

申
込
み
…
不
要　

※
当
日
、
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

★ 

こ
の
講
座
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
同

会
場
で
【
く
ら
し
の
相
談
会
】
も

開
催
し
ま
す
。
健
康
の
こ
と
、
介

護
の
こ
と
、
お
金
の
こ
と
…
何
で

も
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

■
時
間
…
14
：
30
〜
15
：
00

【 

お
問
合
せ　
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
☎（
57
）３
６
０
１
】

　県では、自動車をお持ちの皆様へ、６月２日に自
動車税納税通知書を送付します。納期限は６月30日
㈬です。
　銀行や郵便局などの金融機関に加えて、コンビニ
エンスストアでも納税ができますので、ぜひご利用
ください。
　また、「納税窓口」でも次の時間に納税できます
ので、ご活用ください。
◇窓口取扱時間
　８時30分～17時15分(土・日及び祝日は除きます)
〈お問合せ　西北地域県民局県税部　☎34－3141〉

　町内全世帯に配達される「広報なかどまり」。広告の
掲載は、１枠5,000円から可能です。
　あなたの会社や団体をPRする媒体としてぜひご活用
ください。
　くわしくは、町ホームページ（http://www.town.nakado
mari.lg.jp「有料広告事業」）をご覧いただくか、担当ま
で。 〈担当　総務課広報係　内線162〉

『
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ

な
い
た
め
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

講
座
』
を
開
催
し
ま
す

町
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

中央公民館からのお知らせ

自動車税の納付はお早めに！！
コンビニ納税のご利用を

「広報なかどまり」に

広告を掲載してみませんか？
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税　目　名 収入済額 構成比

町 民 税 294,241 38.9

固 定 資 産 税 332,599 44.0

軽 自 動 車 税 30,559 4.0

た ば こ 税 98,244 13.0

合　　　計 755,643 100.0

会　　計 区分 予算額
収入済額 収入率

支出済額 執行率

国民健康保険事業
（事業勘定）

歳入
2,448,158

1,971,806 80.5
歳出 2,259,239 92.3

老人保健事業
歳入

12,283
10,994 89.5

歳出 10,817 88.1

農業集落　
　排水事業

歳入
36,860

5,224 14.2
歳出 34,686 94.1

介護保険事業
歳入

1,363,491
1,294,742 95.0

歳出 1,254,049 92.0

漁業集落
排水事業

歳入
28,250

2,536 9.0
歳出 26,280 93.0

国民健康保険事業
（施設勘定）

歳入
743,028

220,169 29.6
歳出 736,684 99.1

特別養護老人ホーム
静和園事業

歳入
325,462

282,155 86.7
歳出 312,902 96.1

後期高齢者
医療事業

歳入
220,114

216,501 98.4
歳出 215,069 97.7

水 道 事 業
（収益的）

収入 359,356 360,394 100.3
支出 319,997 312,505 97.7

土 地 1,714,715㎡

山 林 822,670㎡

建 物 126,430㎡

有 価 証 券 2,089千円

出資による権利 97,510千円

基 金 ・ 積 立 金 1,271,747千円

自 動 車 等 118台

町 債 残 高 10,369,383千円
一時借入金残高 1,700,000千円
基金繰替運用残高 0千円

科 目 名 予算額 収入済額 収入率

町 税 741,101 755,643 102.0

地 方 譲 与 税 99,469 99,469 100.0

利 子 割 交 付 金 2,759 2,759 100.0

配 当 割 交 付 金 458 458 100.0

株式等譲渡所得割交付金 198 198 100.0

地方消費税交付金 110,988 110,988 100.0

自動車取得税交付金 25,893 25,893 100.0

地方特例交付金 12,387 12,387 100.0

地 方 交 付 税 3,934,876 3,934,876 100.0

交通安全対策特別交付金 888 888 100.0

分担金及び負担金 37,008 34,623 93.6

使用料及び手数料 94,239 91,211 96.8

国 庫 支 出 金 1,122,632 885,247 78.9

県 支 出 金 451,036 220,600 48.9

財 産 収 入 3,266 3,347 102.5

寄 附 金 2,090 2,090 100.0

繰 入 金 90,635 90,437 99.8

繰 越 金 344,432 85,483 24.8

諸 収 入 181,779 152,969 84.2

町 債 903,700 75,300 8.3

合　　　計 8,159,834 6,584,866 80.7

科　目　名 予算額 支出済額 執行率

議 会 費 107,573 105,879 98.4

総 務 費 1,227,991 1,041,429 84.8

民 生 費 1,027,323 933,529 90.9

衛 生 費 1,201,555 1,108,356 92.2

労 働 費 10,732 10,605 98.8

農 林 水 産 業 費 445,724 353,330 79.3

商 工 費 124,054 115,437 93.1

土 木 費 861,189 490,203 56.9

消 防 費 524,812 494,695 94.3

教 育 費 1,040,988 587,305 56.4

災 害 復 旧 費 4,792 3,479 72.6

公 債 費 1,583,084 1,577,848 99.7

予 備 費 17 0 0

合　　　計 8,159,834 6,822,095 83.6

（単位：千円・％）

（単位：千円・％）

（単位：千円・％）

（単位：千円・％）

平成21年度 中泊町財政状況　（4/1 ～ 3/31）

一 般 会 計

◆ 歳 入

町税の収入済額と構成比

特別会計・公営企業会計

町有財産の状況（一般会計・特別会計）

町債及び一時借入金等の状況（一般会計・特別会計）

◆ 歳 出
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片
山　
謙け
ん
し
ん心

ち
ゃ
ん（
富
野
）

① 

仕
上
げ
み
が
き
を
し
っ
か
り
し
て

い
る

②
元
気
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔

鈴
木　
陽は
る
と翔

ち
ゃ
ん（
富
野
）

① 

フ
ッ
素
を
歯
医
者
さ
ん
で
塗
っ
て

も
ら
っ
て
い
る

②
笑
顔

野
上　
昊は
る
と与

ち
ゃ
ん（
下
高
根
）

① 

寝
る
前
の
歯
み
が
き
は
て
い
ね
い

に
！

② 

が
ん
こ
だ
け
ど
芯
が
し
っ
か
り
し
て
い

る
と
こ
ろ

田
中　
結ゆ

菜な

ち
ゃ
ん（
豊
島
）

①
毎
晩
の
仕
上
げ
み
が
き

②
妹
思
い
で
優
し
い
と
こ
ろ

　６月１日から毎月１日、正午から夜９時までフ
リーダイヤルで電話相談を受け付けています。
　なお、従来どおりの電話相談も行っています。
一人で悩まず、まずは相談してみませんか？

■実施日
　　毎月１日　正午から夜９時まで
■フリーダイヤル
　　☎ 0120－063－5

こころ
56

■その他
　　 青森県内からの発信電話のみ受信するシステ

ムです

■連絡先：あおもりいのちの電話事務局
　　℡   0172－38－4343
　　℻   0172－38－5355

　

五
所
川
原
保
健
所
で
は
「
女
性
の

健
康
相
談
」
と
し
て
、
思
春
期
か
ら

更
年
期
ま
で
の
女
性
の
心
身
の
健
康

に
関
す
る
相
談
、
妊
娠
・
避
妊
・
不

妊
に
関
す
る
相
談
等
を
行
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◆
相
談
日　

　

毎
月
１
回　

第
４
水
曜
日

　
（
９
月
・
12
月
は
第
3
水
曜
日
）

◆
場
所
…
五
所
川
原
保
健
所

　
　
　

☎（
34
）２
１
０
８

※ 

相
談
日
以
外
で
も
随
時
、
来
所
や

電
話
で
の
相
談
を
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。

　

じ
め
じ
め
し
た
季
節
は
、
家
庭
内

で
食
中
毒
の
発
生
が
高
ま
り
ま
す
。

　

食
中
毒
は
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
、

有
毒
物
に
よ
っ
て
お
こ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
、

サ
ル
モ
ネ
ラ
属
菌
、
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク

タ
ー
、
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
な
ど
の
細
菌

や
ウ
イ
ル
ス
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

清
潔
・
新
鮮
・
加
熱
に
注
意
す
る

こ
と
で
、
食
中
毒
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

食
中
毒
の
原
因
菌
、
ウ
イ
ル
ス
を

「
つ
け
な
い
・
増
や
さ
な
い
・
殺
す
」

が
食
中
毒
予
防
の
３
原
則
で
す
。

　

対
象
は
、
満
60
歳
以
上
の
青
森
県

民
の
方
。
た
だ
し
、
過
去
に
本
コ
ン

テ
ス
ト
で
、
優
秀
賞
ま
た
は
８
０
２

０
認
定
者
と
し
て
受
賞
さ
れ
た
方
は

除
き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
歯
に
自
信
が
あ
る

方
は
、
ど
う
ぞ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

く
わ
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

★
お
問
合
せ
先

　

中
里
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

☎（
57
）３
９
２
０

　

小
泊
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

☎（
64
）３
７
４
８

　

予
防
接
種
は
、
お
子
さ
ん
の
体
調

が
よ
い
時
に
予
防
接
種
す
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
持
病
等
が
あ

り
、
か
か
り
つ
け
医
で
の
予
防
接
種

を
希
望
す
る
際
は
、
必
ず
保
健
セ
ン

タ
ー
に
連
絡
及
び
来
所
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
連
絡
な
く
接
種
を
し
た
場

合
は
、
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
連
絡
先

　

中
里
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

☎（
57
）３
９
２
０

　

小
泊
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

☎（
64
）３
７
４
８

①
む
し
歯
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
に
日

頃
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
？

②
わ
が
子
の
自
慢
で
き
る
こ
と
は
？

３
歳
児
健
診
に
て

（
１
月
14
日
実
施
）

　
６
月
４
日
〜
６
月
10
日
は
「
歯

の
衛
生
週
間
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
広
げ
よ
う
『
噛
む
』
か
ら
始
ま

る
健
康
づ
く
り
」

　

大
人
も
子
ど
も
も
良
く
噛
ん
で

食
べ
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

女
性
�
健
康
相
談

�
�
知
�
�

食
中
毒
に

注
意
し
ま
し
�
う

�
�
歯
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
知
�
�

予
防
接
種
に
つ
い
て

田
中　

①

�
�
歯
�
�
�
子
�
紹
介
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火事・救急・救助は119番／五消本部病院照会 ☎34－4999／中里消防署 ☎57－2370／小泊消防署 ☎64－2375

�
�
�
�
� 

�
�
�

　

枯
草
等
を
焼
却
す
る
場
合
は
、
消

防
署
に
「
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙

又
は
、
火
災
を
発
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
行
為
の
届
出
書
」
と
い
う
様
式
に

必
要
事
項
を
記
載
し
、
提
出
す
る
こ

と
が
火
災
予
防
条
例
で
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
焼
却
す
る
行
為

を
消
防
署
が
許
可
す
る
も
の
で
は
な

く
、
消
防
署
が
火
災
と
間
違
わ
な
い

よ
う
に
あ
ら
か
じ
め
、
把
握
し
て
お

く
た
め
に
義
務
づ
け
た
も
の
で
す
。

産
業
廃
棄
物
等
、
焼
却
で
き
な
い
も

の
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。（
詳
細
は
役
場
・
支
所
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
）。
次
の
注
意
事
項
を

守
り
、
安
全
に
火
の
取
り
扱
い
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

１ 

、
見
張
り
人
を
配
置
し
、
消
火
の

準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
強

風
時
等
の
場
合
は
、
そ
の
行
為
を

延
期
ま
た
は
中
止
し
て
く
だ
さ
い
。

２ 

、
長
時
間
、
広
範
囲
に
わ
た
る
場

合
は
、「
開
始
時
」
及
び
「
消
火

を
確
認
し
た
時
点
」
で
当
消
防
署

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

３ 

、
届
出
箇
所
の
範
囲
外
に
、
延
焼

拡
大
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
速

や
か
に
、「
１
１
９
番
」
ま
た
は
、

当
消
防
署
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

４ 

、
煙
ま
た
は
火
炎
等
が
付
近
住
民

へ
影
響
を
与
え
た
場
合
は
、
縮
小

ま
た
は
中
止
す
る
等
の
必
要
な
措

置
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。

５ 

、
届
出
箇
所
の
付
近
住
民
か
ら
消

防
機
関
へ
通
報
が
あ
っ
た
場
合
、

そ
の
通
報
内
容
と
場
所
が
特
定
で

き
な
い
場
合
、
緊
急
走
行
で
現
場

へ
出
動
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
現
場
到
着
時
、
延
焼
拡
大

の
危
険
が
大
と
み
な
し
た
場
合
等

は
、
消
防
隊
に
よ
り
消
火
作
業
を

実
施
し
ま
す
。

　

届
出
書
の
様
式
等
は
消
防
署
に
あ

り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

◆ 

大
沢
内
溜
池
ナ
ラ
巨
木
、

　

 

町
天
然
記
念
物
に
指
定
！

　

町
教
育
委
員
会（
古
川
政
昭
委
員

長
）は
、
町
文
化
財
審
議
会（
村
越
潔

会
長
）が
答
申
を
行
っ
た
「
大
沢
内

溜
池
ナ
ラ
の
木
」
に
つ
い
て
、
こ
の

ほ
ど
町
天
然
記
念
物
に
指
定
し
ま
し

た
。
大
川
幹
夫
さ
ん（
大
沢
内
）が
所

有
す
る
同
木
は
、
樹
高
約
25
ｍ
、
幹

周
は
５
ｍ
近
く
に
達
し
、
同
種
の
も

の
と
し
て
は
県
内
最
大
ク
ラ
ス
の
巨

木
で
あ
る
な
ど
の
理
由
か
ら
指
定
と

な
り
ま
し
た
。
町
文
化
財
と
し
て
は

38
件
目
、
天
然
記
念
物
と
し
て
は

「
般は

ん

若に
や

寺じ

イ
チ
ョ
ウ（
富
野
）」「
舫

も
や
い

岩い
わ（
小
泊
）」
に
次
い
で
３
件
目
の
指

定
と
な
り
ま
す
。

下
之
切
通（
終
点
）碑

十
三
湖
岸
公
園
に
あ
る
碑

　

津
軽
半
島
を
南
北
に
縦
断
す
る
下し

も

之の
き
り
ど
お
り

切
通
は
、
藤
崎
・
浪
岡
方
面
と
終

点
小
泊
を
結
ぶ
古
街
道
で
あ
る
。「
小

泊
道
」「
山や

ま
ね
ど
お
り

根
通
」「
中な

か
ど
お
り
通
」
と
も
称

し
た
。
街
道
沿
い
に
は
藤
崎
城
・
原

子
城
・
飯
詰
城
・
中
里
城
・
唐
川
城
・

柴
崎
城
な
ど
数
多
く
の
中
世
城
館
や
、

板い
た

碑び

・
五ご

輪り
ん

塔と
う

・
宝ほ

う
き
よ
う
い
ん
と
う

篋
印
塔
な
ど
の

古
碑
が
所
在
す
る
こ
と
か
ら
、
実
質

的
な
成
立
は
中
世
以
前
に
遡

さ
か
の
ぼる
と
推

定
さ
れ
る
。

　

弘
前
藩
が
元
禄
七
年（
一
六
九
四
）

に
実
施
し
た
道
程
検
地
の
成
果
「
御お

国く
に
じ
ゆ
う
ど
う
て
い
の
ず

中
道
程
之
図
」
に
よ
れ
ば
、
羽う

し
ゆ
う州

街
道
添
い
の
葛く

ず

野の

村（
藤
崎
）な
ら
び

に
銀

し
ろ
が
ね

村（
浪
岡
）両
村
を
起
点
と
し

て
、
持も

つ
こ
ざ
わ

籠
沢
村（
五
所
川
原
）で
合
流
、

以
降
原
子
村
・
神
山
村
・
金
山
村
・

飯
詰
村（
以
上
五
所
川
原
）を
経
て
、

中
柏
木
村
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
嘉
瀬
村
・

喜
良
市
村
を
通
過
す
る
二
経
路
に
分

か
れ
、
金
木
村
で
再
び
合
流
し
、
川

倉
村（
以
上
金
木
）・
深
郷
田
村
・
漆

う
る
し

新し
ん
で
ん田
村（
現
在
の
派
立
地
区
）を
経
て

中
里
村
に
至
る
。
中
里
村
か
ら
は
森も

り

合 

村（
現
在
の
平
山
地
区
）・
尾
別

村
・
上
高
根
村
・
下
高
根
村
・
薄
市

村
・
今
泉
村（
以
上
中
里
）、
十
三
湖

畔
か
ら
山
手
に
入
り
相
内
村
・
磯
松

村
・
脇
元
村
を
経
て
、
終
点
小
泊
村

に
至
る
十
七
里
七
町
一
間（
約
67
･
5

㎞
）の
ル
ー
ト
で
あ
る
。

　

な
お
脇
元
か
ら
は
、
下
小
坂
―
登

小
坂
―
下
小
坂
―
登
中
坂
―
下
小
坂

―
砂
路
―
石
路
―
登
大
坂
―
石
路
―

下
大
坂
―
石
路
―
登
小
坂
―
登
大
坂

―
下
大
坂
を
経
て
よ
う
や
く
小
泊
と

な
っ
て
お
り
、
小
泊
へ
の
道
の
り
は

か
な
り
の
難
所
で
あ
っ
た
様
子
が
う

か
が
わ
れ
る
。

　

下
之
切
通
は
、
幕
府
巡じ

ゆ
ん
け
ん
し

見
使
や
弘

前
藩
主
の
視
察
に
た
び
た
び
利
用
さ

れ
た
重
要
幹
線
で
あ
る
と
と
も
に
、

菅
江
真
澄（『
外そ

と
が
は
ま
き
し
よ
う

浜
奇
勝
』『
邇に

辞し

貴き

廼の

波は

末ま

』）・
木
村
謙
次（『
北ほ

く
こ
う
に
ち

行
日

録ろ
く

』）・
吉
田
松
陰（『
東と

う
ほ
く
ゆ
う
に
つ
き

北
遊
日
記
』）・

岡お
か
も
と本
青せ

い

鵞が（『
中な

か
ど
お
り通
』）と
い
っ
た
紀
行

家
や
文
人
な
ど
が
往
来
し
、
各
人
に

よ
っ
て
沿
道
の
様
子
が
克
明
に
記
録

さ
れ
て
い
る
。

終
点
の
碑（
す
く
す
く
こ
ど
ま
り
館
）

や（
あ
い
）

（
平
成
12
年
）

枯
草
等
の
焼
却
に
は
届
出
を
！

博
物
館
�
�

 
�
�
知
�
�
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平
成
22
年
３
月
30
日
に
新
た
な
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
が
閣
議

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、

食
料
・
農
業
・
農
村
に
関
し
、
政
府

が
今
後
10
年
程
度
を
見
通
し
て
取
り

組
む
べ
き
方
針
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　

我
が
国
の
農
業
・
農
村
は
、
農
業

所
得
の
減
少
、
就
業
者
の
減
少
・
高

齢
化
、
農
地
の
荒
廃
な
ど
、
深
刻
な

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
農
業
・
農
村
は
、
食
料

の
供
給
の
み
な
ら
ず
、
国
土
の
保
全
、

水
源
の
か
ん
養
、
美
し
い
景
観
や
伝

統
文
化
の
継
承
、
多
様
な
生
物
の
住

処
の
提
供
な
ど
、
お
金
で
買
う
こ
と

の
で
き
な
い
固
有
の
価
値
を
有
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
将
来
世
代
に
継
承
し
て

い
く
た
め
に
、
新
た
な
基
本
計
画
で

は
、「
国
民
全
体
で
農
業
・
農
村
を

支
え
る
社
会
」
の
創
造
を
目
指
す
こ

と
が
必
要
と
宣
言
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
戸
別
所
得
補
償

制
度
の
導
入
」、「「
品
質
」、「
安
全
・

安
心
」
と
い
っ
た
消
費
者
ニ
ー
ズ
に

か
な
っ
た
生
産
体
制
へ
の
転
換
」、

「
６
次
産
業
化
に
よ
る
活
力
あ
る
農

山
漁
村
の
再
生
」
を
基
本
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
を
一
体
的
に
推
進
し
、

食
料
自
給
率
50
％
の
達
成
を
目
指
す

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
基
本
計
画
に
基
づ
い

て
、
農
業
・
農
村
の
活
力
を
取
り
戻

し
、「
食
」
と
「
地
域
」
の
早
急
な

再
生
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.m
a
ff.

go.jp/j/keikaku/k_aratana/
index.htm

l

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

次
の
基
準
に
あ
て
は
ま
る
方
は
、

年
金
記
録
確
認
第
三
者
委
員
会
で
審

議
す
る
こ
と
な
く
、
年
金
事
務
所
の

調
査
で
記
録
を
回
復
で
き
ま
す
。

１ 

、
厚
生
年
金
〜
標
準
報
酬
月
額
の

改
ざ
ん
の
疑
い
〜

○ 

６
か
月
以
上
さ
か
の
ぼ
っ
て
標
準

報
酬
月
額
が
大
き
く
引
き
下
げ
ら

れ
て
い
る
記
録
が
事
実
に
反
し
て

い
る
と
疑
わ
れ
る
な
ど
の
条
件
を

満
た
す
場
合

２ 

、
厚
生
年
金
〜
脱
退
手
当
金
の
誤

っ
た
支
給
記
録
〜

○ 

昭
和
49
年
ま
で
発
行
さ
れ
て
い
た
厚

生
年
金
の
被
保
険
者
証
に
、
脱
退

手
当
金
を
支
給
し
た
表
示（
◯脱
）が

な
い
な
ど
の
条
件
を
満
た
す
場
合

○ 

脱
退
手
当
金
の
支
給
日
よ
り
前
に

そ
の
計
算
基
礎
に
さ
れ
て
い
な
い

厚
生
年
金
の
期
間
が
あ
る
な
ど
の

条
件
を
満
た
す
場
合

３ 

、
国
民
年
金
〜
２
年
以
下
の
記
録

も
れ
〜

○ 

保
険
料
納
付
記
録
が
も
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
期
間
が
２
年
以
下
で

あ
っ
て
、
そ
の
他
の
期
間
は
納
付

済
み
で
あ
る
な
ど
の
一
定
の
条
件

を
満
た
す
場
合

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
確
定
申
告
書
の

控
え
が
残
っ
て
い
る
場
合
や
、
お
勤

め
の
事
業
所
が
廃
止
さ
れ
た
後
に
厚

生
年
金
の
加
入
記
録
が
さ
か
の
ぼ
っ

て
変
更
さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど
の
回

復
基
準
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
合
せ
は

　

厚
生
労
働
省
・
日
本
年
金
機
構　

　

弘
前
年
金
事
務
所

　
☎
０
１
７
２（
27
）１
３
３
９

　西北地域農林水産物等の地産地消推進

と五所川原市商店街の活性化を図るため、

五所川原市駅前の立佞武多通り約220m

を歩行者天国にして、軽トラックの荷台

で農林水産物等を販売する「軽トラ市」

を開催します。「軽トラ市」では、西北

地域で採れた新鮮な農林水産物や特産品

などを販売するほか、商店街店舗による

特売、イベント等の実施を予定しています。

１ 主　催… ヤッテマレ軽トラ市まちお

こし実行委員会

２ 開催 日時…6月27日、7月25日、8月22日、

9月26日、10月17日（いずれも日曜日）

　　　 午前９時～午後１時（雨天決行）

３ 開催 場所…五所川原市立佞武多通り

　　　 （立佞武多の館前の通り）

４ お問合せ…西北地域県民局地域農林

　　　 　　　　水産部農業普及振興室

☎ 34－2111 内線236　

　戸別所得補償モデル対策の受付が始まりました。
● 我が国の食料自給率向上と農業の再生を目指す
対策です。

● 加入申請期限は、６月30日です。
● ご相談は、地域水田農業推進協議会（市町村、
JA等）、お近くの農政事務所まで。

お問合せ先　青森農政事務所地域第三課
　　　　　　　　☎ 35－2138

水田農家の皆様へ

ヤッテマレ軽トラ市 開催！

新
た
な
�
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
�
の
概
要

『
消
え
た
年
金
』
問
題

　

年
金
記
録
の
回
復
が

早
く
な
り
ま
す
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て
い
ま
す
。

○ 

受
験
資
格
…
平
成
元
年
４
月
２
日

〜
平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

方
○
受
験
申
込
受
付
期
間

　
　

６
月
22
日
㈫
〜
６
月
29
日
㈫

○ 

受
験
申
込
書
請
求
…
最
寄
り
の
税

務
署
、
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

ま
た
は
人
事
院
東
北
事
務
局

○
お
問
合
せ
先

　

 

人
事
院
東
北
事
務
局　

☎
０
２
２

（
２
２
１
）２
０
２
２　

ま
た
は

　

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課　

　

☎
０
２
２（
２
６
３
）１
１
１
１

　

生
徒
の
授
業
の
様
子
な
ど
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
授
業
公
開
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

◇
開
催
日
…
６
月
19
日
㈯

⑴
受　
　
付
…
９
時
〜
９
時
30
分

⑵
学
校
紹
介

９
時
35
分
〜
９
時
50
分

⑶
授
業
公
開
①　

10
時
〜
10
時
55
分

⑷
授
業
公
開
②　

11
時
10
分

〜
12
時
５
分

◇ 

対
象
者
…
中
学
生
及
び
保
護
者
、

地
域
住
民

※ 

事
前
の
申
込
は
不
要
で
す
。
お
越

し
の
際
は
上
履
き
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

青
森
県
立
五
所
川
原
高
等
学
校

　

☎（
35
）３
０
７
３

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
バ
イ
タ
リ
テ

ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務
職
員
を
募
集
し

　

採
用
予
定
人
員
、
受
験
資
格
等
は

表
の
と
お
り
で
す
。

■
受
付
期
間

　
　

５
月
31
日
㈪
〜
６
月
25
日
㈮

■
第
１
次
試
験
…
７
月
11
日
㈰

■
試
験
場
所
…
青
森
市

◎ 

受
験
手
続
、
お
問
合
せ
は
五
所
川

原
警
察
署
金
木
分
庁
舎
ま
で

　

☎（
53
）２
１
１
７

　東北新幹線全線開業効果の波及を図るため、観光や物産販売な
どの事業者や団体を対象に、情報発信やネットショップの開設な
ど、ITの活用を支援する事業です。
■こんなことを思い当たりませんか？
　　・インターネットを活用した情報発信の方法がわからない
　　・アクセス対策や技術的なことがわからない
　　・何から始めればよいか分からない
　 　委託先のIT専門家がみなさんの相談に乗ります。サポート料
金は無料です。（各事業者によりサポート内容は異なります）
■対象…県内に事務所や事業所を有する方で、ITの活用を希望する方
■お問合せ…県庁商工労働部新産業創造課　情報産業振興グループ
　℡  017（734）9418　℻  017（734）8115　sozoka@pref.aomori.lg.jp

　http://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/shoko/sozoka/it-supporter2009.html

インターネットを賢く使って

お客様を増やそう！ 「IT活用セミナー」
■会　　場…株式会社バランテック会議室５F
■募集人員…各セミナーとも10人（先着順、定員になり次第締切）
■締　　切…各セミナー開催日の１週間前
■開催日時と内容

※ この活動は、青森県ふるさと雇用再生特別基金事業「IT活用サ
ポーター活動事業」により無料で実施しています。
■お問合せは
　　株式会社バランテック　℡   017（723）4640
　　「IT活用サポーター」専用サイト

　　http://www.balantec.co.jp/btc/htdocs/?page_id=24

試験種別
警察官Ａ
（男性）

警察官Ａ
（女性）

採用予定
人　員

未　定 未　定

受験資格

昭和53年４月２日以降に生ま

れた方で、学校教育法による

大学（短期大学を除く。）を卒

業した方、または平成23年３

月31日までに卒業する見込み

の方。

　

た
だ
い
ま
、
走
行
中
の
バ
ス
車
内

で
の
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、「
車

内
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

● 

走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
、
転
倒

な
ど
思
わ
ぬ
け
が
を
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
お
降
り
の
際
は
、
バ

ス
が
停
留
所
に
着
い
て
完
全
に
止

ま
っ
て
か
ら
席
を
お
立
ち
く
だ
さ
い
。

● 

や
む
を
得
ず
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。満
席
の
た
め
、

お
立
ち
に
な
っ
て
ご
利
用
い
た
だ

く
場
合
に
は
、
吊
革
や
握
り
棒
に

し
っ
か
り
お
つ
か
ま
り
く
だ
さ
い
。

　

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
東
北
運
輸
局
青
森
運
輸
支
局

　

㈳
青
森
県
バ
ス
協
会

6／18
㈮

13：30

～

16：30

「ネットショップの開設方法」
　 ●ネット消費者の特徴
　 ●ネットで賞品を売る方法
　 ●ネットショップの比較
　 ●ネットショップ計画
　 ●実際にショップを作ってみよう

7／16
㈮

13：30

～

16：30

「ホームページの作り方」
　 ●ホームページに何を期待するのか
　 ●ホームページに何を掲載するのか
　 ●活気あるホームページを作ろう
　 ●CMSツールの紹介

8／20
㈮

13：30

～

16：30

「ITで企業の効率アップ」
　 ●グループウェアって何？
　 ●グループウェア導入によるメリット
　 ●グループウェアの紹介

IT活用サポーター活動事業 �
�
�
車
内
事
故
防
止

�
�
�
�
�
�
願
�

平
成
22
年
度　
国
家
公

務
員
採
用
Ⅲ
種（
税
務
）

試
験（
高
校
卒
業
程
度
）

の
お
知
ら
せ

五
所
川
原
高
校

授
業
公
開
�
�
知
�
�

�
求
�
�
君
�
勇
気
�
正
義
感
�

警
察
官
��
大
卒
��

募
集
�
�
�
�
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澤　

田　

義　

則 

86 

（
薄
市
下
）

小　

野　

の　

ぶ 

89 

（
上
高
根
）

加　

藤　

ふ　

よ 

96 

（
派
立
上
）

井　

沼　

繁　

雄 

82 

（
尾　

別
）

成　

田　

清
三
郎 

79 

（
八　

幡
）

秋
田
谷
岩
右
衛
門 

88 

（
今
泉
下
）

山　

口　

花　

吉 

81 

（
二
タ
見
）

今　
　
　

キ
ミ
エ 

85 

（
派
立
上
）

下　

山　

圭　

子 

69 

（
上
高
根
）

鈴　

木　

健　

仁 

36 

（
若　

宮
）

秋　

田　

キ　

セ 

95 

（
宮　

川
）

打　

越　

常　

由 

64 

（
深
郷
田
下
）

古　

川　

テ　

ウ 

76 

（
向
町
上
）

田　

中　

フ　

キ 

71 

（
豊　

島
）

塚　

本　

義　

明 

78 

（
福　

浦
）

工　

藤　

清
太
郎 

80 

（
豊　

島
）

相　

馬　

フ　

ヨ 

92 

（
派
立
上
）

佐　

藤　

タ　

ケ 

89 

（
浜　

町
）

角　

田　

は　

つ 

85 

（
下
前
中
）

橋　

本　

重　

夫 

77 

（
浜　

町
）

柏　

崎　

ツ
ギ
子 

69 

（
上　

町
）

16 水 ９：00～12：00

10：15～15：30

なんでも行政相談（中央公民館）
ふれあい楽習室マナー教室（すくすくしたまえ館）

17 木 13：00～ 乳児健診（中里保健センター）

18 金 10：00～ 機能訓練教室（中里保健センター）

19 土

20 日 ９：00～11：00 こどまり新鮮朝市開催（予定）

21 月 10：00～ 運動事業（中央公民館）

22 火

23 水
９：00～14：00

９：00～10：00

10：20～10：50

11：10～11：40

今泉賽の河原例大祭
心配ごと相談（役場相談室）
骨密度検診（中里保健センター）
骨密度検診（武田公民館前）
骨密度検診（内潟公民館前）

24 木 11：00～12：00 子宮がん・乳がん検診（中里保健センター）

25 金 11：00～12：00 子宮がん・乳がん検診（中里保健センター）

26 土
９：00～

13：30～

運動会（中里保育所）
子 どもの文化リーダー委員会ドッジ
ボール大会（小泊小体育館）

27 日 ９：00～ 町民大運動会（運動公園陸上競技場）

28 月
29 火

30 水 10：00～12：00 こころの相談日（中里保健センター）

6　月
1 木

2 金

3 土

4 日

5 月

6 火 15：00～17：00 運動継続支援事業（体育センター）

7 水 12：50～ 2歳6か月児歯科健診（中里保健センター）

8 木

9 金 10：00～ 高齢者教室（移動教室）

10 土

11 日

12 月 13：00～ ポリオ生ワクチン投与（中里保健センター）

13 火
15：00～17：00

13：30～14：30

運動継続支援事業（体育センター）
消 費者トラブルにあわないためのワン
ポイント講座（中央公民館）

14 水
９：00～14：00

13：00～14：00

15：00～16：00

心配ごと相談（役場相談室）
健康相談（小泊保健センター）
健康相談（すくすくしたまえ館）

15 木 12：15～ 3歳児健診（中里保健センター）

7　月

（
４
月
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市
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森
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茂
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下
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（
温
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（
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中
）

４月末現在（前月比）

人　口 13,533人（－15）
　男　 6,430人（＋１）
　女　 7,103人（－16）
世帯数 5,165戸（＋６）
出生　７  ／  死亡　21
転入　38  ／  転出　39

人のうごき
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　今年で８回目となるホタルの幼虫放流式が、５月28日㈮に滝ノ沢ふる

さと砂防愛ランドで行われました。

　中泊町ホタルの会(会長・荒関壽久)主催で行われた放流には、関係者

のほか中里保育所の年長組24人が参加。この日のためにふ化させたホタ

ルの幼虫約150匹と、ホタルのえさとなるカワニナが用意されました。

　式では、荒関会長が「夏にホタルがたくさん飛ぶよう、お願いしなが

ら放流しましょう」とあいさつ。雨が降りしきる中、子どもたちは川べ

りに移動し、ゲンジボタルの幼虫をそっと放流しました。

　ホタルの幼虫は体長約１センチ足らずのわずかなもので、子どもたち

もおそるおそる放流でしたが、元気

に育ってほしいという願いを込めて、

大きな声で放流しました。

　今年の幼虫はいつもより小さいも

のが多く、子どもたちからは「かわ

いい」といった感想が多く聞かれま

した。

　放流されたホタルは、順調にいく

と ７月中旬から下旬頃に成虫とな

り、例年開催される「ホタルまつ

り in なかどまり」の頃には、ホタ

ルの幻想的な光が鑑賞できるように

なるそうです。

　子ども手当現況届は、毎年６月１日における状況を記載し､子ども手当を受
給する要件があるかを確認するためのものです。この届出がないと、６月分以
降の手当が受けられなくなりますので、忘れずに提出してください。
　※中学生の子どもがいて、今年４月１日以降に『認定請求書』を提出した方、
５月１日以降に新規に認定を受けた方は提出不要です。

■現況届に必要な添付書類

　　・健康保険被保険者証の写し（国民年金加入者を除く）
　　・年金加入証明願（国民年金加入者以外で、事業所を変更された方）
　　※児童と住所が異なる方は、児童の世帯全員分の住民票・別居監護申立書

■提出先　役場福祉課、小泊支所　 ■提出期限　６月３０日まで

〈担当　福祉課福祉係　内線127〉

ふるさと
納 税
ありがとう
ございました

　町では、ふるさと納税
を随時お待ちしています。
内容は町ホームページに
も掲載しております。く
わしくは、総務課までお
問合せください。
【担当 広報係 内線162】

〈
滋
賀
県
甲
賀
市
〉

 

谷　
　
　
浩　
様

～滝ノ沢ふるさと砂防愛ランドで

ホタルの幼虫を放流
夏に舞うのを願って

ゲンジボタルの幼虫

子ども手当の現況届について

広
報 

な
か
ど
ま
り 

６
月
号

発
行
／
青
森
県
北
津
軽
郡
中
泊
町　

中
泊
町
役
場　

編
集
／
総
務
課　

☎
０
１
７
３（
57
）２
１
１
１ 

内
線
１
６
２ http://w

w
w
.tow

n.nakadom
ari.lg.jp/


